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一 その宗教 的主題 とウェイルズ ー
久 納 泰 之
「全 詩 集 」(theCollectedPoems)のの お とに 彼 の 詩 は 一 人 間 へ の 愛 と神 へ の
(1)
讃 美のために書かれた と トマスは述べているが,そ の宗教的主題はいかなるも
のであったか。それ らい くつかの主題が どの ような方法,創 意,言 語で追求 さ
れていったか 。また,そ の主題及びその展開の背景には何があ つたか。宗教詩
人とはなにか 。宗教詩人と反宗教詩人とい う範疇の設定は可能なのか。
く　　
本稿ではW.S.Merwinのい うよ うに宗教 的芸術家 とはあ る 意 味 で の 司 祭
くcelebrator)的な存 在であ ると定義づけ よ う。祭式 を挙行 す る役 職,祭 式 の構
成 者,体 験者 としての司祭,換 言すれば,祭 式に 自 ら参加 し,そ のなかで歓 び
を感得す る存在者 であ るとい う意味 であ る。
彼 が祝福す るものは何か 。それ は創造であ り,さ らに限定すれば,人 間の存
在 のあ りよ うであ る。司祭は彼 自身を,人 間を世界の隠喩,相 似物 と して観照
す る故であ る。
eeCf・Andωhat'stheγ πう～ ・Oeαth'sfeatheronthenerve～
Yourmouth,m210ve,thethistleintheki∬～
Myla`kofChristbornt乃ornPtonthetree～
(1)`Thesepoems,withall"theircrudities,doubts,andco㎡usions,arewrittenforthelove
・fManandinPraise・fGod,…'(ltaliCS筆者)
(2)W.S。Merwin,TheReligiousPoet,…me…;sayin1～ア伽Thomas:TheLe8endandthe
Poeteditα]byE.W.Tedlock(以下Tedtockと 略 す),PP236-247.本 稿 は こ の エ
ッ セ イ に 負 う と こ ろ 多 い 。
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7'heωordsofdeatharedr2erthanhis3'雄,
MPtωordPtωoundsarePrintedωithJtourhair・
1ωouldbetickledbPttherabtEatis:
ManbemPtmetaPhor,
(lf1ωeretickledbPttheraboflove)
そ して 皮 肉 とは な ん だ?神 経 に 突 き さ さ る死 の 羽 根 か:)
お ま え の 唇 か,恋 人 よ,く ち づ け の 刺 ア ザ ミの?
木 の 上 で イ バ ラを 冠 っ て 生 ま れ で た ぼ くの キ リス トさ ま か?
死 の こ とば は そ の 死 体 よ り もか らか らで,
ぼ くの,こ とば の 傷 口 に は お ま え の 髪 の 毛 が ま とい つ い て い る 。
ぼ くは ま こ と の 皮 肉 に くす ぐ られ 捉 え られ た い 一一
うつ ろ い や す い 人 間 が ぼ くの 隠 喩 で あ る よ うに 。
(「愛 の 皮 肉 が ぼ くを くす ぐ り捉 え る の な ら」)
彼に とつて人間の想像の所産は神のそれの映像 となる。芸術作品と芸術家 とは
世界 とその創造主と類似の関係に立つ。人間 と世界,こ の両者のなかに,彼 は
愛 の力(創 造)そ れは人間や世界よりも多 くの神性をおびている一 と死
の力(破 壊)一 それは人間や世界 よりも恐 しいものであ る 一とのふたつを
察知する。彼の直覚は究極的に受難を通 しての創造とい う悲劇的な心像を垣間
見 るが,彼 が究極的に体得す るものは歓喜の洗礼である。すなわち,愛 の行為
のなかに,創 造とい う中核のなかに,彼 は人間 と世界 の もつ愛の創造力 が複
雑,神 秘な様相の うちに死の破壊力 と併合され るを 目撃 し,しか もその結合か
ら,受難の結実 として新 しい創造が行なわれるのを知るのである。愛の行為は
創造の行為の中核的かつ神聖なる存在として捉えられ,そ こでは愛は歓び,苦
悩,そ してふたたび歓びとい う過程を経て死を乗 り越えるわけである。個体で
ある芸術家として彼は聖さん式(celebration)の観点か ら,人 生のひだを描き
だす義務を果た し,彼が永遠 と観ずる表象方法で,個なるもの,必滅なるものに
想像 と創出の息吹 きをあてて救済 しようとす る。彼を この創出へと駆 りたてる
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情動 とは人生 とそのひだ とに対す る憐欄 であ り愛 であ る。
(49)
☆
こういった観点か ら ト々 スの詩作品の流れを 要約的に辿 ってみることにす
る。
「全詩集」第一の詩では,人 間の陶酔の瞬間におけ る現実の極限 としての破
滅が うたわれている。そ して この事実を無視する者,こ れに無頓着な者への詩
人の侮蔑。彼は,時 の経過 と死に対 して挑み,さ らにそれ らを受容す るのだ,
とい う。だが,詩 人にはその理由を与えることはできない。生誕 と死 とが枯渇
した愛の様相のなかで果てしな く輪を描 き,最後に皮 肉な絶望を伝えて終る。
(1seethebOPtSofSUmmer)
幹 「不毛の響 き,自己破壊の虚ろさ,倒 錯の韻律,そ れ らが入 り乱れ る。
(1)
反 自然的な空虚なオナニズムがある」
そ して第四 の詩BeforeIknockedでは人間はそ の神性 をお びた映像 であ るキ
リス トとして観照 され る。死の意識がす でに胎 内で発生 し,成 長 してい く過程
を描 きなが ら人間の生命をひ とつの連続 的な環 として捉 えよ うとす る。やがて
生のなか の破 滅がふたたび現われ るが(Theforcethatthroughthegreenfuse
driVesthefloωer),ここでは原罪の宿命を 負 うものへ の憐欄 とい う形で提示 さ
れ る。そ の憐欄 は死の宿命を もつすべ ての他者 との交感,そ して彼 らの苦境 と
同 じ原罪を詩人 もまた課せ られてい るのだ とい う共感,こ の二者への希求 とな
つて トマスに迫 り,結 局,彼 に不分 明な深 淵の存在を悟 らせ,そ れ らの交感 と
共 感 とが不可能 であ る ことを傷心 の トマスに伝 えるのであ る。
だが,こ うして醸成 され た死す るものへ の憐欄はそ こで停 滞 して しま うこと
な く,愛 が彼に とって実在 の ものであ るな らば,同 時に死 の恐怖 に直面す るて
だて(手 段)も 獲得で きよ うと詩人は うた う。そ の愛 の実在が不能 な ものであ
(1)小樽商大 「人文研究」第20輯,拙稿参照,pp.11-12.
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るか らには,「 ぼ くは まことの皮 肉に くす ぐられ捉 えられたい/う つ ろい
やす い人 間がぼ くの 隠喩であ るよ うに。」(1ωouldbetickledbPttherubthat
is'/ManbemPtmetaPEof)と,前向 きの ことばが 出て くるのであ る。や がて
実 在 とそ の幻影 とが検証 され,こ の世界は実在であ り,人 間の映像であ ると結
論 づけ られ,確 信のひび きが伝 って くる。(OurEunUch1)reams)
馨Cf .Thelastsixlinespresentatypicalyoungman'soondusion.`Anisnot
lost',thepoetinsists.`Weshallnotbehoodwinkedbythepaetandits
ghosts;butthroughenduran㏄{mdfo質itudesha肺eoomeヒ`fitfellowsfor(1)
al妊e".'Aratherunusualdegreeofopti皿ismfQrThomastovoice.
EsPeciatlPtωhentheOctoberwindにおいて詩人は さ らに進 んで彼の オルフ ェ
ース的役割を初 めて示唆 し,秋 のあ る特定 の 日,特 定の情況に 「聖 さん」 の象
徴 的意味を付与 し,そ の実 体(も し くはそ の様相)を 定着 しよ うと意気 ごむの
で あ る。愛 の実在 が証 明 され な くとも,秋 の一 日,延 いては人 間のあ りよ うは
あ る程度 まで提示 され よ うし,さ らに再 構成 され,償 いを受け る ことが可能 な
のであ る。だが,な お も,個 体 の特殊な死 は詩人 に とって現実 の課題 であ るこ
とに変 りは ない。 この愛の実在 を欠いては,"磁 び6.角痂 ……Andωhoremain
shallfloωerastheylove"とい う訴 之 もむ な しい。 そ して死 を愛の行為におけ
る衝動 と歓 び として 認識 し,性 愛 と世界へ の 愛 との 両者 を 非存在 として しま
う。詩人は このふたつを放棄す ることを 唱え,死 自体をそ の不吉 な遍在の故 に
愛 す ることを うた うのである。(When,likearunninggravの
トマスはひ とつ の脱 出口と して 自 らの肉体的成長を跡づけ よ うとす るが挫折
す る。想像の世界で創出されたものす らむな しい とい うことになる。月の消え
た暗黒の土地では死者たちは ことばの暖かみを必要とせず,舌 の付け根は癌の
惨状を呈する。それ もひ とつの名称にすぎないのだが,そ こではウジムシども
(1)DerekStanford,D■lanThomas,p.59.
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(1)
が 特有 の魔力を もってい るのである。
次 の詩Inthebe.ginningで詩人は希求 す る対象を見 出す 。創造を扱 うこの作
品 は,世 界 の創造を人間のそれ の隠 喩 と見 なす 。個体であ る人間をそ の神性を
おびた映像であ るキ リス トとして観 照す るのであ る。彼 は次第 にそ の主題 に対
して確 信を強 めて くる。そ して構成 された創造 と自然 の創造 とを同一視 す る。
`lnthebeginningωastheωord
,theωord/Thatfromthesolidbasesof.the
.light/Abstractedall`加lettersofthevoid.(初めセこことば あ り,こ とば は/
光 りの実質の基底か ら/う つ ろな,い っさいの文字を抽 出 した。凋
',eCf.`lnthebeginningwastheWord,andtheWordwaswithGOd,andthe
WordwasGod.'(初め に こ とば あ り
く　　
ばは神 な りき。)
ことば は神 とともにあ り,こ と
トマスは ヨハネ伝福音書か ら神を脱落させ,「 洗者」の役を詩人 自ら果たすの
(3)
で あ る。
この よ うな詩人 の初期 の作 品で追求 されてい った主題 の流 れ や 展 開 の 経 緯
を,そ れにつづ く多 くの詩 を通 して考察す ることは可能 であ る。だが,主 題 に
欄 す る詩人の知識 の深 ま りと拡 大,そ して彼 の体験 の領域 の増大 の故 に,そ の
試 みは直接 的な検証を しぼ しば拒まれ る。IdreamedmPtgenesis以後のあ る一
群の詩 では愛 と死 の関係,二 元性 の世界,世 界及 び個体 の輪廻現象であ る創造
な どについての主題 が探求 され る。
ソネ ヅ トAltarwisebPtOω1-lightは創造行論へ の頒声 であ り,人 間 と神 な る
存在 との合一 の詩であ る。
eeSonnetXbetokensafavourableprcspeetfortheconユi㎎Resurredion.Inthe
midstofspringCygnusisabcuttoriseagain.HereCygnusis"theblown
(1)Cf.Fromlove'3プ'irstノ初θ7'oheプPla8ue
(2)St.u1ヒ}乃7z,1:1.
(3)Cf.DerekStanford,op,6甜,P.51.
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word",andHeavenisnolongerthe``worldinthesand"inSonnetIX,
butitisthe``foam.bluechannel."The``firstPeteゴ'intheseventhline…
Thehero,whoreadasinistermessageinthemovementsofstars,finds
outnowandhere``lifeoutoflife",notlifeoutofdeath,intheskies
wherethemessageofGodisabouttorevealitself.Thepoet,confidentof
beingsa▽edbytheresurrectionofIesusChrist,waitpatientlytill
that1)ay
When肋 ωormbuildsωiththegoldstraωSofvenom
(1)
MPtnestofmercilasinthemde,redtree.
トマスの後期 の詩 において愛 と憐 欄 の両者が一一層確かな もの とな り,包 括的な
もの となるに従 って,そ の詩 は次第 に ドラマの様相を呈 して くる。宗教 詩人 の
作 品は,詩 人 の領域 と練達の深 さの度合が増 すにつれ,よ り ドラマ テ ィックな
形 を見せ は じめ る。存在 のあ りようが焦 点を もたず断片的であ るあいだは,ド
ラマテ ィックな詩 の芽生 えはない。そ して愛 の実在 と構成 され た世界 の実在一
このふたつの認 識が,創 造に秩序あ る具体的な装 いを与 える ことに なる。聖 さ
んの行為 とい う隠 喩が よ り現実性 をお びて くれば,そ れ は個 体の叙情的 な契 機
と しての拡が りと基盤 とを有す るよ うに な り,主 観の色彩が 薄れ て,ド ラマ テ
ィックな傾 向を とる。彼 の詩 が こ うした ドラマの要素 をそ なえた とき,ト マス
の悲劇的 な創造の映像はそ の濃度を増 し,ゆ たか な もの とな り,同 時に歓 喜の
旋律を と もな うのである。
☆
トマスの詩 は こ うした ひ とつ の流れ を もつ 。それ は ときに痛 ま し く
て
対象の発見 と定着に苦悶 したのちに見出した対象を聖 さんの詩のなかで構成 し
た宗教詩人の遺産であ る。
幹 トマスは人間のなかの原初的動物性を描きだす。詩人にとって動物性がす
(1)「人 文 研 究 」 第18輯,拙 稿(英 文),P・50・
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べ てであ り,… 動物 は 自然に生 き,自 然の子 であ り,自 然の動 きを横へそ
らす こともない…。
不幸 な ことに,ト マスは彼の動物か ら引 き離 された 。彼は獣に なったの
だ 。その ことを トマス 自身は知覚 した 。 この野獣的な相において,ト マス
の詩 はそ の対象を容赦な く骨の髄 まで切 り裂 いた それはひ とつ の切開
であ り,惨 殺 で もあ り,さ らに残酷 な結末をす ら暗示す る。そ して トマス
自身 こそ,彼 の詩 の唯一 の主題であ る が 故 に,僕 た ちは,何 がその悲惨
の
な切開を受けねばならなかったかを知 るのである。
これ らが どの程度意識的に追い求め られ,ま た,ど の程度暗黒か らの脱出とい
う要求に根ざした ものであったか。詩人はすでに世にない。いずれにせ よ,上
述の宗教的主題が トマスの詩の動脈 となっているわけである。詩体験の高まる
とともに彼の作品には,個 体たる詩人を`1'と表現 した純粋に個人的な詩が生
まれ,そ れぞれ,定 着 した立脚点か らこの主題で追っている。一方,初 期の作
囁 の`1'とは彼のあ りよ うを想像 し,死 の影か ら脱却す る方法を模索す る人間
である。当時の詩に見 られる余 りに も装飾的な(baroque)そして動機をともな
わない苦闘は この要求に押 しまくられた トマスの絶望感が もた らした ものと見
ることができる。
だが,詩 人のことばは 日常語を損傷す ることはあって も常に生(き)の まま
である。
,6Gf.「文 学 の こ とば は,た え ずconventionalfsことぽ を 変 え て い くの で あ る
が,慣 用 を 無 視 す る と伝 達 が 断 た れ る 。LewisCarroll,MwardLear,James
Joyceなどの 試 み た 造 語 実 験 を 見 て も,変 え て い る の はoontentwordだけ
で,文 の 構 造 の ワ クを つ く るfunctionwordには 手 を つ け て い な い 。 次 の
例 の よ うに,故 意 に 文 法 を ふ み 外 ず す こ と は あ っ て も,基 本 的 規 則 は 守 ら
(1)「小樽商大創 立50周年記念論 文集」,拙 稿,p・814・
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れ てい る。 鴇
毎
Myselves
Thegrievers
Grie▽e
Amongthest【eetburnedtotirelessdeath
(Dylan.jThomas:Ceremon1afteraFireRaid)
(…… こ う した 場 で は,悲 しみ はwe(-Iandothers)では な く,み な 「私
くユ　
自身」 とい う感 ゆを出 してい る。)」
デ ィラ ソ ・トマスが慣用 句に対 して非常 に個性的な改変を加えてい ることは し
ば しば指摘 され ることである。地 口(pun),ある ことばの一部を他 の ことばの
なかへ移入す る 尋と,口 語体 の巧み な処理な ど。 「彼 の言葉や表現 の新奇 さは
異 なるい くつかの語 をひ とつ の語 の中へ混入す る ことに よるのでは な く,既 存
の合成語 や言い 廻 しの一部を ほか の もの と置 き換 え ることに よって 与 え られ、
る。」(「人文研究」第20輯,拙 稿P.15)
詩人 の ことばの処理 の土台は,こ とばを発見 しそれを 自らの イ ミジに合わせ
て構成 してい くところにあ る。(そ れは逆の場合 もあろ うか と思 われ るほ ど,
の
ト マ ス の こ と ば に 対 す る 積 極 性 は 凄 じ い も の が あ る 。)FrancisScarfeは ト マ
ス の 工 夫 し た 例 と し て,`man-iron',`bOnerailed',`seaspindle',`sea・struck',`an…
honowed',`pin-hillod',`natron'など を 挙 げ て い る 。 そ し て,こ う し た 合 成 語 に
あ ら わ れ る 地 口 は 彼 の 衝 学 的 な 非 情 なhumourだ と い っ て い る 。 ト マ ス は 主.
題 の 展 開 の 条 件 と 考 え る 場 合 に は と き に 過 剰 を い と わ ず こ と ば に 対 し.
(1)池 田 義 一 郎:「 言 語 面 か ら 見 た文 学 」,英 語 青 年(1962年6月 号),P.7.(引 用
詩 のItalics筆者)
(2)D抄lanThomas:APioneer,anessayinTedlock,P.98.Cf.``Atothertimes,instead
offusi㎎ideastogetherinthisWay,Thomasdistortstheirusualmeanings,asin
`minstrelangle,(miniSteringangel?)
,`trianglelandscape'(heretriangular十t面ity,formed.
bythecrossesofChristandtherobbers),`ship-rackedgospel',andthelike."Ibid.
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てひ とつの 冒漬をなすわけ である。後期 の作品にす ら,彼 の卑俗 さ,気 取 り,
俗悪な巧妙 さとお もわれ るものが顔 を見せ る。初期 の詩には しば しば とてつ も
ない,誇 張 され たス タイルが現われ る。偏 光波 を受けた新奇 さで,ほ かの言い
まわ しを避け るため それが唯一の理 由だ,と いった偏執 さでひ とつの表現
が 生まれ 出る。 ことばを さきに創 り,そ れに実体を 付与す る とで もい った風
に。だが,こ うした現象は トマスが彼 に許 されたあ らゆ る方法を駆使す ること
に よ り,そ の対象を発 見 し定着 させ よ うとす る努力の烈 しさを物語 る ものなの
であ る。
また一 方,こ の偏執 は彼 のイ ミジの処理 とも密接 につなが ってい ることはい
うまで もない。 しば しば言及 され るよ うに,ト マスの詩 の中核には多数 のイ ミ
ジが相克 しなが ら存在 してい る。(Cf.Fig(i))そうしてそれ らのひ とつ ひ とつ
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か で 相 克 させ るわ け で あ る 。(Cf.Fig.(ii))
のイ ミジはい くつか の複雑 な過
程 を経て生み出 され てい く。詩
人 はまずimageaを情動的に作
り出す 。そ のイ ミジに彼 の知的
な 批判 的 な力 を 与 え,第 二 の
imagebを生み 出 し,そ のイ ミ
ジをimageaに対決 させ,こ の
両者 の 結合 か ら生み 出 され た
imagecは,さらに それ と相対
す る第四 のイ ミジを作 り出 し,
そ うして生み 出 されたすべ ての
イ ミジを トマスは彼の限界 のな
柴 「すべ ての イ ミジはそ のなかに 自己破 壊の種子 を宿 している。そ して僕に.
特有 な方法 とは この中核 である種子 か ら生ず るイ ミジ群を構成 し,破 壊す
るこ、とを絶 えまな くつ づけてい くことなのだ。そ の中核 自体が破壊 と建設
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繰 り返 して 現われ る トマスの`個 人的'な ことば の多 くが 上述 の主題に直接
関 係 してい るのはわれわれ の関心を惹 く。`die'とい うことばが 肉体的 な死 と同
時 に性 的 な絶頂 感を示 し,`grain'とはdUstをも意味 し,`grief'は性 の結合に
おけ る 「死」 の経験 を伝 えることば であ り,`lock'と`key'が性 の シ ムボル と
して使われ てい る。
eeCf.`Dustthouart,anduntodustshallthollretum.'(汝は ち り な れ ば ち り
く　ラ
に帰 るべきな り)
さ らに トマ ス独 特 の 繰 り返 しに よ る作 品 の 展 開 を 考 慮 しな け れ ば な ら な い 。
こ の 循 環 的 な 詩 の 展 開 に は,そ の 主 題 の 如 何 を 問 わ ず,ひ とつ の 素 朴 な 熱 情 が
(1)Cf.HenryTre㏄e:DylanThomas,P.37.
(2)(穿en.,3:18の
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ともな う。 と同時に,そ の熱情 が,詩 の ことばあ るいは主題 の もつ情動に,特
殊 な即興的領域を与 えるのであ る。主題 の動 きと詩 の契 機(moment)に著 しい
溝 が生 まれ て くる。
(1)(2)
こ の 熱 情 と即 興 に つ い て ウ ェイ ル ズ の い わ ゆ るhwyl(religiousfervour)なる
(3)
も の を 考 え る 必 要 が あ る 。GilbertHighetのエ ッセ イ は,こ の こ とを 興 味 深 く
説 明 して い る 。 トマ ス は ウ ェイ ル ズ 人 を 両 親 に,南 ウ ェイ ル ズ で 生 ま れ,
くの
Swanseaとい う海 港で育 った詩人 であ る。 ウェイルズー それ は現代 と古代 と
が複雑に混交 した土地である6近 代的な採鉱設備 とローマ人の侵攻以前のこと
ばが同時に存在 している国である。そ してウェイルズ人はまことに理解の困難
な国民であって,彼 ら自身にす らそのあ りようの解明がむつか しい。独特な矛
盾をかかえこんだ存在だ。ひ どく情動的であるとともに平常はきび しく自己を
抑制す る。自負心の故に秘密主義であ り,歓 びは危険であるが故に陰 うつであ
り,勤勉ではあるが,労 働のための労働 といったゲルマソの自己満足を持ちあ
わせず,征 服者に 反抗 しなが ら,ひ そかに感嘆の声を発 し,と いった 国民で
ある。そのよ うな逆説的な心情をある婦人の素朴なことばに託 して トマスは
くの
℃h,isn'tlifeaterriblething,thankGod?'と表現 した。
この ウ ェイルズ人 の特色をHighetに従 って まとめれば,次 の三 点を特に挙 一
げ ることがで きる。
(i)宗教心に富む 。(li)歌を愛好す る。(iii)詩的感 受性 の豊か さ。
彼 らの多 くは礼拝堂 を中心に生活 し,そ こでは興奮 して雄弁に歌 い,祈 り,説
教す る。彼 らは論法家 で もな く,プ ラグマ テ ィス トで もな く,神 秘家で ある。
')eCf
.`MostofThomas'spoenユsarenoticeablylocalincolouring,ofthe
(1)fr・mTheσ ・〃ins-SPurre〃WelshDicti・π砂
(2)Cf.`YoucanfindWelShmenwhoareasphl{溜matiσseemi㎎astheave㎎eAng1(ン
Saxon,butgettheminanargument,ofonaplatform,orinapub,andyouwilllikely
asnotdiscovefthatqualityofpassionandattackwhichintheWdshpreacheriscall〔戴
hw21.'(GeoffreyMoore:1≧吻 πThomas,anessayinTedlock,pp.254-255.)
(3)Thomas:TheωildV侶elshman,anessayinThePoωers{～ プPoetrpt.
(4)Cf.SuzanneRoussilIat,TheMan,inTedlock,P.3。
(5)GilbertHighet,ψcit.,P.152.
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WelshlocaletOfcourse,asbybinhright,'Carmacthenshire.(Hisstories,
whichdeservespecialconsideration,.moreoutrightlyso.)Hestartsfroma
hauntwheremusicandreverencearecompanionableandripe.Noonehas・
notnoticedhispOwerfulrhetonic,hisBiblicalhreath,andhisAnglo.Saxon
(1)
vocabulary.
トマスの詩 において,性 愛は神への併呑 の ごと く至上 の経 験 と して現 われ,正
統的 なキ リス ト教 の思想 はないが,そ こには キ リス ト教 の偉大 なイ ミジが絶 え
まな く登場 してい る。そ して ウ ェイルズ の トマスは歌 う詩 人であ る。入念に交
錯す る リズ ム,コ ーラル ・ダ ソスの ごと く,入 り組 んだ交 唱歌 の一部 の ごと く
複雑 な形態 を とる躍動 的な詩行 。 音楽家や詩 人の原型(prototype)の脳 裏に漂
い寄 るであろ うよ うな美 の叙情 的断片。
ノVowaslwaSJレoungandeasy〃nder'ゐ6aPPIeboughs
」∂oπ`'ゐ61瓶π9houseαπ4ゐ 磁 ワas彦 ん6gra∬ ωα∫green,
The痂9乃'above彦ゐ6dingle吻7り77
Time16'mehailαη4climb
Oo娩 π 勿'乃6hePtdaysげ肋 砂65,
(Fern研 の
ぼ くがまだ幼 く 晴れやかな家のまわ り
リソゴの樹の枝蔭で悲 しみを知 らず
若草の緑のように幸福であったあのころ,
峡谷に星の夜空が訪れて
時はぼ くに歓びの声をあげ させ,ぼ くを
金色の光 りで包み,時 の目の輝 く栄光にのぼ らせ て くれた,
(「羊歯の丘」)
(1)CidCorman:DアlanThomas:RhetoricianinMid-Career,anessayinTedtock,P,223・
デ ィ ラ ン ・ ト マ ス 論(59)
ウ ェィルズ人 の散文に も,高 揚 した瞬間に詩が入 りこむ。彼 らは霊感に対す
る表現力 を具有 してい るのだ。それは礼拝堂 の説教師を圧倒 し,説教 の さなか,
ほ とば しる言霊 を彼 に与 え,拍 車 をか け,つ いには予期せぬ即興の ことば を唱
え させ る。そ の烈 しさに説教師 自身が畏怖を感 じ,会 衆は胱 惚の涙 と歓 喜の発
声 にわが身を包む。 これが1吻Zで あ る。 デ ィラ ン ・トマスの作 品は こ うした
理性 の常軌をそれ た 疾風 の 表現を見せ るの であ る。(DylanThomas'spoemsくり
thereforeareWelshinthattheyaretryingtosayasmuchaspossibleallinonebreath.)
トマ ス はBBCを 通 じて 多 くの詩 作 品 の 朗 読 を 行 な っ た が,こ の こ とは 「18
篇 の詩 」,「25篇 の 詩 」,「 愛 の 地 図 」,そ れ に い くつ か の 短 篇 で,少 数 の 限
定 され た 読 者 に よ っ て 迎 え られ て い た ニ ュ ー ・ ロ マ ン テ ィシ ズ ム の 詩 人 と し
て の 彼 を,G.S.Fraserが 「ド ラの 音 に 合 わ せ て 動 く糖 み つ の 海 の ご と く」
(`1ikeaseaoftreaClemovi㎎tothebeatofagong')と評 した と い う声 優 デ ィ
ラ ソ,す ぐれ た 生 き た 語 り手 デ ィ ラ ン,あ らゆ る 種 類 の 韻 文 の朗 々 た る 熱 弁 の
読 み 手 デ ィラ ソ と して 世 に ひ ろ く紹 介 す る に 至 っ た 。 た が,彼 の 朗 読 は 人 の 心
を 打 つ と 同 時 に,聴 衆 に 戸 惑 い と,と き に は 失 望 を 与 え る の で あ る 。 殊 に 複 雑
に 相 克 す る イ ミ ジ群 を そ な え た 作 品 が 読 ま れ る と き,人 は しば しば 当 惑 す る。
トマ ス は 詩 作 品 を あ た か も ・Hlamletにつ づ くあ る戯 曲 の な か か ら採 られ た ドラ
(2)
マ テ ィックな ことばでで もあるか の よ うに読む のであ る。それは また,俗 人 の
理 解 とことばを超えた世界 を説 く説教師に,た だひたす らに耳を傾け る ウェイ
　
ルズの信徒たちの敬震さを聴衆に要求す るのだ。
(1)GilbertHighet,ψ.cit.,p.155.
(2)GeoffreyMoore,ψ.`鉱,PP.257-258.
"…Intheircase…theactofcompositionwasamatterof`writingabout'aparticular
scene,event,oremotion.InThomas'scase,itwaslivingtheactualexperience士hro㎎h
theword,…Itwasca【'vingoutwo!ds,hewingimages止atwerel(止ereisnoother
phraseforitbutT.S.Eliot'sdescriptionofMetaphysicalimagery)`feltthought'.It
wasdiggi㎎deep.Itwasrecordingaspirimalstrugglethro㎎himagαyusedina
drama雌candessendallyShakespeareanfashion,sothatthereaderisnottoldabout
somethingandthusencoufagedtoapproximatehisthoughtandfeelingtothepoet'sby
aprocessofsympatheticrecreation;heispartofit,heisatonewiththepoetatthe
actualmomentofimpactoftheimagery."
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最後に トマスの芸術が ケル ト的であったことに関連 して,次 の ことを想起 し
ておきたい。種 々の技巧を極めた詩形の鋳型作 りに熱中す る独特の タイプの芸
くの
術は ケル ト気 質をあ らわす傾 向であ る。初期 のアイル ラソ ド及 び ウェイルズの
詩 の多 くは難解な謎解 きを土台 としていた。二重,三 重の意味 を もち,そ れ ら
が詩行 のかわ るごとに また意味を変えてい くのであ る。 さ らに ウェイルズには
数字の マジ ックに基 づいた詩 もあ った とい うことであ る。その情動 に繊 細 と脆
弱 とはあ って も,ウ ェイルズの詩 はたんな る乱雑な感情 の吐露 ではな く,ま た
「かす み と風 と水泡の漂 い」(`adriftofmistandwindandsea-foam'),そのよ
うなはか ない生命で もないのであ る。 こ うい うウ ェイルズの伝統 の基盤 の上に
デ ィラ ソ ・トマスの英詩 は生み 出された。
(37.5.18)
(1)GilbertHighet,op.cit.,P.156.
